
一般財団法人茨城県建設技術管理センターカスタマーハラスメント対応基本方針 

 

 

一般財団法人茨城県建設技術管理センター（以下「センター」という。）は、建設技術に関する研

修・広報、建設材料の品質試験・調査、建設発生土の有効利用を通じて、建設技術水準の向上と公

共工事の品質確保に寄与することを目指しています。 

この実現のためには「働きやすい職場環境の確保」は重要なテーマですが、センターを利用され

るお客様の一部から、暴言や威圧的な行動、過度な謝罪要求などカスタマーハラスメントに該当す

る迷惑行為が見受けられます。これらの行為は、職員の尊厳を傷つけるだけでなく、他のお客様へ

本来提供すべき質の高いサービスの提供を妨げる行為でもあります。 

このため、センターは「カスタマーハラスメント対応基本方針」を定めました。これは、お客様

から職員に対してカスタマーハラスメントがあった場合のセンターの姿勢と対応を示すものです。 

 

１ カスタマーハラスメントの定義 

お客様の言動であって、その雇用する労働者が従事する業務の性質その他の事情に照らして社

会通念上許容される範囲を超えたものにより、職員の就業環境が害されるものをいいます。 

 

２ カスタマーハラスメントに該当すると考えられる行為の例 

・身体的、精神的な攻撃（暴行、傷害、脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言） 

・威圧的な言動、土下座の要求 

・継続的・執拗な言動 

・拘束的な言動（不退去、居座り、監禁） 

・差別的な言動、性的な言動 

・職員個人に対する攻撃、要求 

・職員の個人情報等のＳＮＳやホームページ等への投稿（写真、音声、映像の公開） 

・センター又は職員の信用を棄損させる行為 

・不合理又は他のお客様等との公平性を欠くサービス提供等の要求 

 

３ カスタマーハラスメントに対するセンターの姿勢 

センターは、お客様からの言動への対応の中で、カスタマーハラスメントに該当すると判断し

た場合には、それ以降のお客様への対応を行いません。また、必要に応じて、警察への通報や弁

護士への相談等により厳正に対処します。 

 

４ センター内での取組 

・対応姿勢の明確化、職員への周知・啓発 

・カスタマーハラスメント対策要項、対応マニュアルの策定 

・職員教育・研修の実施 

 

 

 


